
ん
だ
。
駅
近
く
の
竹
田
宮
邸
に
て
昼
食
を
い
た
だ
き
、
師
団
長
、

赤
柴
八
重
蔵
中
将
閣
下
の
お
迎
え
を
い
た
だ
き
無
事
に
麻
布
の
兵

舎
に
落
ち
着
い
た
。
即
日
天
皇
陛
下
の
御
名
代
の
賀
陽
若
大
尉
の

宮
様
の
も
と
で
真
新
し
い
軍
旗
の
拝
式
兼
入
隊
式
が
厳
粛
に
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
近
衛
歩
兵
第
七
連
隊
の
た
め
軍
旗
一
流
を
授
く
、
汝
等
軍
人

協
力
同
心
一
致
し
て
、
益
々
威
武
を
宣
揚
し
、
以
っ
て
帝
国
を
保

護
せ
よ
」
誠
に
名
誉
こ
の
上
な
く
、
ま
す
ま
す
尽
忠
報
国
の
念
は

燃
え
上
が
る
。

以
後
に
お
い
て
何
回
も
竹
の
園
生
に
参
内
し
た
り
、

各
宮
邸
の
御
守
護
の
大
任
、
水
呑
み
百
姓
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
軍

服
を
着
用
し
た
だ
け
で
こ
の
幸
せ
感
は
終
生
の
宝
と
思
い
続
け
て

い
る
次
第
で
す
。

翌
二
十
年
春
四
月
、
再
渡
満
し
て
開
拓
地
に
到
着
、
翌
日
、
即

日
山
形
連
隊
に
応
召
の
身
と
な
り
、
終
戦
は
山
形
も
有
名
な
血
染

の
桜
の
台
の
も
と
で
詔
勅
拝
読
で
し
た
。

我
が
軍
隊
生
活
の
回
顧
録　 

岐
阜
県
　
村
橋
義
雄
　 

初
年
兵
時
代

昭
和
十
八
年
九
月
末
、
地
方
の
高
等
商
業
を
卒
業
し
、
当
時
大

阪
に
本
社
を
お
い
て
い
た
某
商
社
に
就
職
し
、
前
途
に
洋
々
た
る

希
望
を
も
っ
て
い
た
折
も
折
、
突
然
、
学
徒
出
陣
の
命
が
出
さ
れ

た
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
兵
庫
県
加
古
川
北
方
の
戦
車
十

九
連
隊
（
中
部
四
十
九
部
隊
）
に
学
徒
兵
の
一
員
と
し
て
入
隊
し

た
。
小
生
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
こ
と
は
全
員
が
学
徒
兵
で
あ
っ

た
た
め
、
初
年
兵
教
育
は
か
な
り
手
心
を
加
え
て
行
わ
れ
た
。
し

か
し
小
生
の
ご
と
く
商
科
系
の
者
に
と
っ
て
数
学
を
中
心
と
し
た

戦
車
教
育
過
程
は
誠
に
苦
手
で
、
小
生
の
知
能
を
最
大
限
生
か
せ

る
経
理
部
幹
部
候
補
生
に
目
標
を
定
め
、
日
夜
寸
暇
を
惜
し
ん
で

勉
学
に
励
ん
だ
。

最
初
は
今
回
の
入
学
学
徒
全
員（
但
し
幹
候
無
資
格
者
を
除
く
）

が
ま
ず
経
理
部
の
試
験
を
受
け
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
総
勢
約
九



〇
〇
人
に
達
し
た
。
お
蔭
を
も
っ
て
、
一
九
年
二
月
競
争
率
約
三

〇
倍
の
難
関
を
突
破
し
て
経
理
部
幹
候
に
合
格
し
た
。
そ
の
時
の

天
に
も
上
る
嬉
し
さ
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

直
ち
に
約
三
〇
人
の
合
格
者
が
大
阪
に
お
け
る
中
部
軍
直
轄
部

隊
経
理
部
集
合
教
育
の
た
め
青
野
ケ
原
を
出
発
し
た
。

大
阪
で
は
他
の
中
部
軍
直
轄
部
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
徒
兵
を

入
れ
て
、
計
約
一
〇
〇
人
余
り
が
在
大
阪
の
部
隊
と
な
り
、
そ
の

場
所
に
寄
宿
、
午
前
中
は
大
阪
城
内
に
あ
る
中
部
軍
司
令
部
に
お

い
て
陸
軍
経
理
の
基
本
を
み
っ
ち
り
教
育
さ
れ
た
。
午
後
は
訓
練

（
主
と
し
て
歩
兵
訓
練
）
を
徹
底
的
に
受
け
た
。
特
に
長
柄
橋
周

辺
に
お
け
る
戦
闘
訓
練
は
思
い
出
が
深
い
。

大
阪
に
お
け
る
集
合
教
育
の
目
的
は
約
一
〇
〇
人
の
候
補
生
を

甲
、
乙
両
種
に
区
分
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
お
互
い
が
ラ
イ

バ
ル
で
あ
っ
た
。
約
三
分
の
二
程
度
が
甲
種
と
な
り
経
理
学
校
入

校
の
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
教
官
側
か
ら
し
て
も
エ
リ
ー
ト

集
団
の
中
か
ら
さ
ら
に
甲
乙
に
振
り
分
け
る
こ
と
は
誠
に
至
難
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
た
め
ほ
と
ん
ど
毎
日
が
学
科
試
験

で
厳
し
い
日
が
続
い
た
。

お
か
げ
を
も
っ
て
四
月
の
発
表
で
小
生
待
望
の
甲
種
幹
候
に
合

格
、
直
ち
に
伍
長
に
進
級
し
た
。
思
う
に
官
立
と
は
い
え
地
方
の

高
商
卒
の
小
生
が
、
一
流
有
名
大
学
の
俊
才
に
交
じ
っ
て
、
よ
く

ぞ
経
理
部
甲
種
幹
候
の
金
的
を
射
止
め
得
た
こ
と
と
今
で
も
不
思

議
に
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

新
京
陸
軍
経
理
学
校
時
代

昭
和
十
九
年
五
月
末
、
我
々
は
大
阪
、
下
関
、
釜
山
を
経
て
貨

車
で
一
路
新
京
へ
向
か
っ
た
。
京
城
、
平
壌
、
新
義
州
を
経
由
、

憧
れ
の
新
京
に
到
着
し
た
。

当
時
は
機
密
保
持
の
た
め
各
部
隊
に
は
一
連
の
番
号
が
付
け
て

あ
り
、

陸
軍
経
理
学
校
は
満
州
第
八
一
五
部
隊
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

小
生
た
ち
は
内
地
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
第
二
中
隊
配
属

と
な
っ
た
。
第
一
中
隊
は
在
満
州
部
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
候
補
生

で
構
成
さ
れ
、

各
中
隊
と
も
第
一
区
隊
か
ら
第
五
区
隊
ま
で
あ
り
、

各
区
隊
と
も
約
一
〇
〇
人
、
両
中
隊
あ
わ
せ
て
約
一
〇
〇
〇
人
の

大
世
帯
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
〇
〇
〇
人
の
候
補
生
が
十
一
月
末
ま
で
約
六
か
月
間
、

起
居
を
と
も
に
す
る
わ
け
で
、
い
わ
ゆ
る
「
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ

た
」
仲
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
十
九
年
六
月
入
校
、
十
一
月
末

卒
業
の
我
々
集
団
が
第
八
期
生
と
呼
ば
れ
て
い
た
。



当
時
の
学
校
長
は
原
田
主
計
大
佐
で
あ
っ
た
。

小
生
は
第
二
中
隊
第
四
区
隊
に
編
入
さ
れ
、
区
隊
長
は
湯
川
大

尉
で
あ
っ
た
。
初
年
兵
時
代
と
は
違
い
各
区
隊
に
は
軍
曹
の
助
教

一
人
の
み
で
、
内
務
班
の
運
営
は
す
べ
て
候
補
生
に
一
任
さ
れ
て

い
た
が
、
訓
練
は
極
め
て
厳
し
く
、
午
前
中
は
経
理
学
科
の
講
義
、

午
後
は
歩
兵
訓
練
で
全
く
息
を
抜
く
暇
も
な
い
生
活
で
あ
っ
た
。

な
お
軍
隊
で
は
序
列
が
重
要
で
一
個
中
隊
約
五
〇
〇
人
の
生
徒
を

一
番
か
ら
五
〇
〇
番
ま
で
短
期
間
に
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
が
試
験
、
試
験
の
連
続
で
あ
っ
た
。

ま
た
夕
食
後
は
就
寝
ま
で
約
二
時
間
の
自
習
が
課
せ
ら
れ
て
い

た
が
、
昼
間
の
訓
練
の
疲
れ
か
ら
居
眠
り
を
す
る
生
徒
が
多
く
い

た
。
そ
の
際
、
間
髪
を
入
れ
ず
区
隊
長
の
竹
刀
に
よ
る
洗
礼
を
受

け
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
よ
く
ぞ
か
か
る
試
練
に
耐
え
得
た
も

の
と
我
な
が
ら
感
心
し
て
い
る
。
や
は
り
当
時
の
若
さ
と
、
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
が
猛
訓
練
に
耐
え
得
た
も
の
と
思
う
。

経
理
学
校
時
代
の
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
が
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
午
後
の
学
校
郊
外
に
お
け
る
軍
事
訓
練
が

終
わ
り
、
広
漠
た
る
大
平
原
の
赤
い
夕
陽
を
眺
め
な
が
ら
軍
歌

（「
戦
友
」
の
一
節
に
歌
わ
れ
た
と
お
り
）

、
部
隊
歌
を
歌
い
帰

営
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
隊
歌
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

白
雲
悠
々
天
高
く

落
日
赫
く
地
は
廣
し

興
亜
の
礎
石
揺
ぎ
な
き

此
処
王
城
に
選
ば
れ
て

集
え
る
健
児
勅
論
仰
ぎ
つ
つ
（
以
下
略
）

入
校
当
時
の
伍
長
が
在
校
半
ば
で
軍
曹
に
昇
進
し
た
。
か
く
し

て
無
我
夢
中
で
頑
張
っ
た
六
か
月
の
教
育
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

卒
業
が
近
づ
い
た
。
卒
業
式
当
日
は
関
東
軍
司
令
官
山
田
乙
三
大

将
閣
下
を
始
め
関
東
軍
高
官
の
臨
席
を
仰
ぎ
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

式
参
列
に
先
立
ち
我
々
候
補
生
は
お
互
い
に
軍
曹
の
襟
章
を
取
り

は
ず
し
合
い
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
下
に
つ
け
て
あ
っ
た
曹
長
の
階

級
で
式
に
臨
ん
だ
。
よ
う
や
く
待
望
の
見
習
士
官
に
な
っ
た
と
い

う
感
激
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

式
終
了
後
、
直
ち
に
各
中
隊
別
で
我
々
候
補
生
の
配
属
先
の
発

表
が
あ
っ
た
。
小
生
の
赴
任
先
は
新
京
よ
り
や
や
南
の
四
平
街
に

あ
る
教
導
戦
車
旅
団
整
備
隊
付
主
計
で
あ
っ
た
。

卒
業
生
の
大
半
が
零
下
数
十
度
と
い
わ
れ
る
北
満
の
辺
境
の
地

に
配
属
さ
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
小
生
は
幸
運
だ
っ
た
と
思
う
。



主
計
見
習
士
官
時
代

昭
和
十
九
年
十
二
月
早
々
、
汽
車
で
任
地
に
向
か
っ
た
。

夕
方
到
着
、
部
隊
長
に
申
告
、
そ
の
他
の
将
校
た
ち
に
紹
介
さ

れ
た
。
到
着
後
数
日
を
経
て
判
明
し
た
こ
と
は
、
当
部
隊
は
そ
れ

ほ
ど
大
部
隊
で
な
く
、
す
で
に
老
練
の
主
計
准
尉
が
着
任
し
て
い

た
の
で
、
さ
ら
に
新
し
く
小
生
を
必
要
と
し
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
い
う
仕
事
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
体
の
置
き
場
が
な
か
っ
た
。

三
か
月
後
、
突
如
新
部
隊
編
成
に
伴
う
主
計
将
校
と
し
て
転
出

の
命
を
受
け
た
。
軍
歌
で
有
名
な
遼
陽
で
編
成
さ
れ
る
独
立
鉄
道

十
三
大
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
出
発
せ
よ
と
の
こ
と
だ
っ
た

（
確
か
な
情
報
で
は
、
今
、
部
隊
は
中
国
方
面
へ
の
出
動
を
要
請

さ
れ
て
い
た
）

。

当
時
で
は
平
穏
そ
の
も
の
の
満
州
、
強
い
愛
着
が
こ
み
上
げ
て

き
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
こ
の
命
令
は
小
生
の
そ
の
後
の
運
命

を
大
き
く
幸
運
に
導
い
て
く
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。

な
ぜ
な
れ
ば
、

在
満
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
数
多
く
の
同
期
生
が
、
約
六
か
月
後
、

予
期
せ
ざ
る
ソ
連
軍
進
攻
に
関
東
軍
は
全
面
敗
北
し
、
ほ
と
ん
ど

シ
ベ
リ
ヤ
の
抑
留
生
活
を
送
る
破
目
と
な
っ
た
。

人
間
の
運
、
不
運
は
全
く
紙
一
重
の
差
で
決
ま
る
と
い
う
現
実

に
直
面
し
、
た
だ
小
生
の
強
運
を
支
え
て
下
さ
っ
た
神
仏
に
今
で

も
感
謝
し
て
い
る
も
の
で
す
。

転
出
先
遼
陽
の
新
部
隊
の
一
員
と
な
り
、
大
隊
長
は
樋
口
大
尉

の
独
立
大
隊
な
の
で
、
一
般
の
大
隊
よ
り
規
模
は
大
き
く
、
隊
員

は
約
一
〇
〇
〇
人
。
当
初
我
が
隊
は
天
津
経
由
洛
陽
に
向
か
え
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
目
的
地
周
辺
の
戦
況
は
厳
し
く
、

最
終
的
に
は
別
命
あ
る
ま
で
天
津
に
駐
屯
せ
よ
と
命
令
の
変
更
が

あ
っ
た
。

小
生
は
経
理
部
下
士
官
、
兵
隊
数
人
を
引
率
、
先
発
隊
と
し
て

天
津
の
設
営
準
備
の
た
め
国
境
の
街
、
山
海
関
経
由
で
天
津
に

入
っ
た
。
戦
地
に
お
け
る
主
計
将
校
の
最
重
点
任
務
は
、
食
糧
及

び
宿
舎
の
確
保
で
、
こ
れ
か
ら
が
小
生
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
と
、

そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。
早
速
、

当
た
っ
て
砕
け
ろ
の
特
攻
精
神
で
野
戦
貨
物
■
の
係
官
と
交
渉
し

た
。幸
い
当
分
の
間
、
同
■
で
責
任
を
も
っ
て
引
き
受
け
る
と
の
確

約
を
得
た
の
で
安
■
し
た
。
当
部
隊
の
主
た
る
任
務
は
天
津
を
中

心
と
し
た
約
数
十
㌔
周
辺
に
及
ぶ
鉄
道
輸
送
の
確
保
と
安
全
の
保



障
で
、
機
関
車
の
運
転
手
は
全
部
当
部
隊
か
ら
派
遣
し
て
い
た
。

各
中
隊
（
全
部
で
四
個
中
隊
）
は
天
津
を
離
れ
て
地
方
都
市
に
分

散
駐
屯
、
大
隊
本
部
だ
け
が
天
津
に
長
期
駐
屯
し
た
。

広
漠
た
る
酷
寒
の
満
州
に
比
べ
れ
ば
、
天
津
は
正
に
天
国
で

あ
っ
た
。
甘
味
品
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
物
資
が
天
津
の
街
角
に
と
こ

ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
た
。
悲
し
い
か
な
当
時
の
我
々
軍
人
の
給
料

で
は
い
か
ん
と
も
な
し
得
な
か
っ
た
が
、
当
時
ぜ
い
た
く
の
限
り

を
尽
く
し
て
い
た
在
留
邦
人
、
と
く
に
同
県
人
を
通
じ
て
度
々
差

し
入
れ
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
で
も
感
謝
し
て
い
る
。

天
津
駐
留
中
の
任
務
は
先
に
も
列
挙
し
ま
し
た
が
、
今
思
い
出
の

一
つ
に
月
一
度
給
料
袋
受
領
の
た
め
、
北
京
を
訪
れ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
携
帯
用
軍
用
金
庫
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

経
理
部
下
士
官
、
兵
隊
若
干
名
と
と
も
に
、
ま
ず
野
戦
鉄
道
司
令

部
を
訪
れ
、
小
切
手
を
受
け
取
り
、
指
示
さ
れ
た
銀
行
で
現
金
に

替
え
、
大
隊
全
員
の
給
料
支
払
に
当
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
で
か
の
有
名
な
蘆
溝
橋
を
渡
り
、
一
文
字
山
の
忠
霊

塔
を
眺
め
な
が
ら
の
大
都
会
北
京
へ
通
ず
る
田
園
風
景
は
、
小
生

に
と
っ
て
終
生
忘
れ
得
な
い
光
景
で
あ
り
ま
し
た
。

か
く
し
て
天
津
駐
屯
の
数
カ
月
後
、
晴
れ
て
陸
軍
主
計
少
尉
に

任
官
し
た
。
時
に
昭
和
二
十
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
約
一
か
月
後
に
悪
夢
の
ご
と
き
事
態
が
勃
発
し
よ
う
と
は

全
く
予
測
し
得
な
か
っ
た
。
八
月
十
四
日
に
司
令
部
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
明
十
五
日
は
天
皇
陛
下
の
重
大
な
玉
音
放
送
が
あ
る
か
ら

待
機
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌
十
五
日
正
午
、
ラ
ヂ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
我
々

の
耳
に
突
如
昭
和
天
皇
の
終
戦
宣
言
の
玉
音
が
伝
わ
っ
た
。
我
々

北
支
駐
留
軍
人
、
軍
属
さ
ら
に
在
留
邦
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
正

に
寝
耳
に
水
と
い
っ
た
驚
き
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
天
津
市
内

は
至
っ
て
平
穏
無
事
、
空
襲
一
つ
な
く
、
ち
ょ
う
ど
我
々
は
内
地

か
ら
当
地
に
疎
開
し
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

な
ん
で
無
条
件
降
伏
し
た
の
か
？
我
々
だ
け
で
も
あ
く
ま
で
戦

う
の
だ
等
々
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
結
局
、
陛
下
の
命
令
に

従
う
こ
と
と
な
っ
た
。

在
留
邦
人
に
と
っ
て
、
今
回
の
敗
戦
に
よ
る
内
地
帰
還
は
、
正

に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
だ
っ
た
ろ
う
。
彼
ら
の
多
く
は
日
本

内
地
を
捨
て
、
十
年
以
上
も
の
間
、
寝
食
を
忘
れ
て
努
力
し
た
結

果
得
た
今
日
の
地
位
、

財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
失
っ
た
悲
し
み
は
、

彼
ら
本
人
で
な
け
れ
ば
真
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い



と
思
う
。

天
津
市
内
の
思
い
出
と
し
て
は
、
街
路
に
植
え
ら
れ
た
ア
カ
シ

ヤ
の
木
と
、
市
内
を
縦
断
し
て
、
や
が
て
東
支
那
海
に
注
ぐ
白
河

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
景
が
一
瞬
の
う
ち
に
我
々
の
眼
前
か
ら
消

え
去
ろ
う
と
し
て
い
た
。

終
戦
か
ら
内
地
引
揚
げ
ま
で

と
に
か
く
戦
い
は
終
わ
っ
た
の
だ
。
我
々
一
三
大
隊
は
合
流
の

う
え
天
津
を
引
き
払
い
、
郊
外
の
部
落
に
集
団
移
動
し
た
。

二
十
年
の
正
月
は
長
辛
店
で
す
ご
し
た
。
正
月
の
浮
か
れ
気
分

で
警
備
を
疎
か
に
し
た
報
い
で
、
一
月
四
日
ご
ろ
と
思
う
が
突
如

八
路
軍
に
襲
撃
さ
れ
た
。
た
ま
た
ま
我
々
の
部
隊
の
営
内
に
宿
泊

し
て
い
た
一
部
在
留
邦
人
と
、
当
方
兵
士
に
若
干
の
犠
牲
者
を
出

し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。
我
々
は
昼
間
の
警
備
の
余
暇

を
利
用
し
て
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
に
興
じ
な
が
ら
、
ひ

た
す
ら
復
員
を
待
ち
続
け
た
。

二
十
一
年
四
月
の
初
め
、
我
々
は
一
同
天
津
貨
物
■
に
集
結
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
祖
国
日
本
へ
の
帰
還
が

近
づ
い
た
の
だ
。
一
部
将
校
、
下
士
官
、
兵
の
中
に
は
、
懐
か
し

い
故
郷
を
離
れ
て
以
来
実
に
数
年
の
月
日
が
経
過
し
た
者
も
数
多

く
、
小
生
と
て
満
二
カ
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

天
津
貨
物
■
に
集
結
し
、
在
留
邦
人
た
ち
と
共
同
炊
事
を
し
た

約
一
か
月
後
の
二
十
一
年
五
月
早
々
、
よ
う
や
く
待
望
の
復
員
日

が
決
定
、
直
ち
に
天
津
郊
外
の
塘
沽
港
よ
り
一
般
邦
人
も
交
え
て

計
一
千
数
百
人
が
乗
船
、
一
路
、
祖
国
日
本
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
海
外
か
ら
の
復
員
で
有
名
な
米
国
籍
の

Ｌ
Ｓ
Ｔ
に
乗
船
し
た
我
々
に
は
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た
。
日
本
へ

送
還
す
る
と
は
口
先
ば
か
り
で
、
実
際
は
南
方
の
ど
こ
か
の
国
へ

捕
虜
と
し
て
連
れ
さ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
っ
た
危
惧
の

念
を
抱
い
た
ま
ま
、
船
中
で
一
夜
を
明
か
し
翌
朝
を
迎
え
た
。
そ

の
う
ち
島
々
が
点
々
と
眼
前
に
展
開
さ
れ
、
し
か
も
松
の
木
が
沢

山
生
え
て
い
る
で
は
な
い
か
、
松
の
木
は
中
国
で
も
皆
無
と
は
い

え
な
い
が
非
常
に
珍
し
く
、
全
員
が
こ
こ
は
す
で
に
日
本
で
は
な

い
か
と
思
い
は
じ
め
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
小
舟
が
一
艘
我
々
の

船
に
近
寄
り
、
魚
と
我
々
の
私
物
品
と
の
物
々
交
換
を
申
し
込
ん

で
き
た
。

彼
が
い
う
に
は
、
船
は
五
島
列
島
を
通
過
中
で
、
あ
と
し
ば
ら

く
で
日
本
の
港
に
入
る
と
の
こ
と
。
よ
う
や
く
海
面
の
霧
も
晴
れ

渡
り
、
懐
か
し
の
日
本
に
間
違
い
な
く
到
着
す
る
確
信
を
得
た
。



全
員
が
甲
板
上
に
集
合
、
将
校
、
兵
の
区
分
も
忘
れ
万
歳
、
万

歳
の
歓
喜
が
船
全
体
を
包
ん
だ
。

昭
和
十
九
年
五
月
、
日
本
を
あ
と
に
し
た
時
点
で
、
再
び
祖
国

に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
と
諦
め
て
い
た
小
生
に

と
っ
て
、
そ
の
時
の
感
激
は
六
十
有
余
年
の
我
が
生
涯
に
お
い
て

最
高
か
つ
永
久
に
忘
れ
難
い
こ
と
で
、
人
間
の
生
命
は
何
物
に
も

替
え
難
く
尊
い
も
の
で
あ
る
と
、
つ
く
づ
く
知
ら
さ
れ
た
次
第
で

あ
る
。「
君
の
人
生
で
も
っ
と
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
」
と
質
問

が
あ
れ
ば
、
即
座
に
答
え
る
で
あ
ろ
う
。「
生
き
て
再
び
祖
国
の

土
を
踏
ん
だ
こ
と
」
と
。

我
々
を
満
載
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｔ
は
、
や
が
て
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
「
和
っ
子
の
金
メ
ダ
ル
」
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
日
本
海
側
の

山
口
県
仙
崎
港
（
当
時
は
小
さ
い
漁
港
）
に
入
港
し
た
。

お
互
い
に
再
会
を
約
束
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
へ
足
取
り
も

軽
く
降
り
立
っ
た
。
時
に
昭
和
二
十
一
年
五
月
早
々
、
快
晴
の
日

で
あ
っ
た
。

今
次
大
戦
に
お
い
て
不
幸
に
も
戦
病
死
さ
れ
た
将
兵
の
皆
様
の

ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
我
が
軍
隊
生
活
の
手
記

を
終
わ
り
ま
す
。

終
戦
後
の
満
州
の
労
苦　 

熊
本
県
　
村
上
■
夫
　 

私
は
昭
和
十
九
年
一
月
に
佐
世
保
海
兵
団
主
計
科
に
入
団
し
ま

し
た
。
海
軍
部
隊
の
主
計
科
は
庶
務
、
経
理
を
掌
る
主
計
科
事
務

室
と
、

衣
糧
を
掌
る
被
服
倉
庫
と
烹
炊
所
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

新
兵
は
す
べ
て
烹
炊
作
業
で
す
。

入
団
し
て
間
も
な
く
新
兵
教
育
の
た
め
、
鹿
児
島
県
の
出
水
海

軍
航
空
隊
主
計
科
に
転
属
し
ま
し
た
。

何
百
人
も
い
る
中
に
外
地
、
内
地
の
部
隊
と
適
当
に
振
り
分
け

ら
れ
、
幸
い
に
も
郷
里
に
近
い
部
隊
で
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
お
ろ

し
た
の
が
実
感
で
し
た
。

新
兵
教
育
の
班
長
は
、
巻
木
上
主
曹
、
助
手
は
厳
し
い
野
見
山

兵
長
で
し
た
。
烹
炊
所
の
主
計
兵
は
烹
炊
が
主
体
、
つ
ま
り
飯
炊

き
の
こ
と
で
す
が
、
付
随
し
て
食
糧
運
搬
も
入
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
新
兵
教
育
の
中
に
重
量
運
搬
に
耐
え
る
体
力
作

り
が
組
み
込
ま
れ
、
日
課
と
し
て
米
俵
か
つ
ぎ
の
訓
練
が
な
さ
れ




